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－些 旦 迎 塑 弖２
ユ ーこ Ｘ、

Ｗ一 亀
JＳい

kl`

－

経
済
発
展
の
可
能
性
か
ら

届

球
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
”
と
い
わ
れ
る
ア
フ
リ
カ
。
東
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る

ケ
ニ
ア
も
農
業
を
主
た
る
産
業
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
日・
ア
フ
リ
カ
農
業
イ
ノ
ペ
ー
シ
ョ
ッ

セ
ッ

タ
ー
（
Ａ

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
の

調
査
国
の
一
つ
と
な
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
民
間
レ
ベ
ル
で
の
支
援
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
ケ
ニ

ア
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。
2
0
2
2
年

３
月

よ
り
Ｊ
’
・
・
‘
Ｃ
Ａ
専

門
家
と
し
て
農
業
畜
産
開
発
省
機
械
化
局
に
勤
務

す
る
村
上
峻
一
氏
と
、
同
じ
く
2
0
2
1
年

１
月
よ
り
同
栽
培
局
に
勤
務
し
て
い
る
深
井
芽
里
氏
に
伺
っ
た
。

一 後 －

提
供
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

備
蓄
能
力
の
向
上
、
付
加
価

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
マ
ッ
チ

値
の
向
上
（
農

産
品
加
工
の

ン
グ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
強

化
）
、
関
係
機
関
・
人

員

２
０
２
３
年

に
は
現
地
の
農

の
能
力
強
化
（
普
及
員
の
能

業
資
機
材
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
・
　
力
強
化
）
等
が
図
ら
れ
て
い

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
を
招

る
。

三
＃
１
０
０
勞

出
資
の
会

き
ア
フ
リ
カ
農
業
資
機
材
関
　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行

社
。
新
品
・
中
古
農
業
機
械

連
バ
イ
ヤ
ー
オ
ッ
ラ
イ
ッ
商

う
中
で
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の

の
販
売
及
び
輸
出
入
、
農
業

談
会
を
開
催
予
定
。

機
械
用
部
品
の
販
売
及
ぴ
輸

出
入
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
営

等
を
実
施
。
Ｍ
Ｗ
Ｅ
Ａ
地
区

等
の
灌
漑
地
区
で
日
本
製
の

「
農
業
増
産
へ
の
課
題
」
ケ

介
入
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

投
資
、
新
た
な
技
術
・
製
品

ニ
ア
政
府
は
、
長
期
的
な
戦

の
導
入
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

略
で
あ
る
『
Ｋ
ｅ
ｎ
ｙ
ａ
等

を
通
じ
て
農
業
増
産
へ
寄

Ｖ
・
Ｉ
ｓ
・
１
０
ｎ
２
０
３
０
』

田
植
機
、
ト
ラ
ク
タ
、
コ
ン

を
作
成
し
、
農
業
セ
ク
タ
ー

バ
イ
ン
等
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

を
1
0
勞の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
を
逹

Ｉ
シ

ョ
ン
も
実
施
し
て
い

成
す
る
た
め
の
ｍ
要

な
セ
ク

る
。
他
に
も
、
唐
沢
農
機
と

タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

Ｗ
Ｗ

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

【
今

後
必
要
な
農
業
機
械
化
】

農
業
の
機
械
化

が
進
展
す
る

過
程
に
お
い
て

、
機

械
の

膺

ｉ
等
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
迎

環
境
計
画
）
や
Ｕ
Ｎ
－
Ｈ
　
　
　
　
◇

こ
う
し
た
観
点
で
の
日
本
へ

ａ
ｂ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
（
国

連
人
間
　

゛
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し

の
期
待
も
聞
か
れ
て
い
る
。
居

住
計
画
）
の
本
部
も
存
在
。
て

は
ロ
シ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ
惘

加
え
て
ヽ
ａ
産

品
加
工

、
ま

た
、
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿

勢
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

未
利
用
資
源
の
活
用
等
、
新

易
振
興
機
構
）
の
事
務
所
も

ス
感
染
拡
大
の
彫
響
も
あ
い

た
な
付
加
価
値
を
創
造
す
る

存
在
し
て
い
る
。
上
述
の
と

ま
っ
て
貧
困
対
策
、
食
料
`

技
術
・
製
品
の
導
入
が
期
待

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
ｏ
Ｄ
Ａ
金

対
策
の
側
面
か
ら
農
巣

″

さ
れ
て
い
る
。
技
術
・
製
品

支
援
に
よ
る
ア
セ
ッ
ト
も
あ

注
力
さ
れ
て
い
る
と
い
い

、

の
み
で
は
定
着
・
普
及
は
困

る
。
様
々
な

可
能
性
が
あ
る

ケ
ニ
ア
政
府
も
2
0
3
0
生

難
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
う

と
言
え
る
。
一
方
で
、
本

邦

ま
で
に
中
所
得
国
入
り
を
四

し
た
技
術
・
製
品
と
収
益
性

か
ら
は
中
々
有

用
な
情
報
・
　
指
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
．

・
持
続
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア

ク
セ
ス

コ

メ
に
つ
い
て
は

、
統
計
吝

モ

デ
ル
の
構
築
が
求
め
ら
れ

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

み
る
と
年
間
消
費
譱
は
6
0
万

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
思

わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
情
報

ｔ
と

伸
び
て
い
る
が
、
生
産

【
Ａ
Ｆ
－
Ｃ
Ａ
Ｔ
へ

の
期
待
一
　
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

プ
ラ
ッ

愬
は
2
0
万ｔ
い

か
な
い
の

が

ケ
ニ
ア
は
東
ア
フ
リ
カ
最
大

ト
フ
ォ
ー
厶
と
し
て
機
能
す

現
状
で
、
輸
入
に
和
早

叭

の
モ
ン
バ
サ
尅
も
靱
し
て
お

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

(
j
l
J
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ｊ
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Ｍ
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?

ド
の
輸
出
譱
が
伸
ぴ
て
い
る

Ｉ

ツ
チ
な
ニ
ー
ズ
在
り

Ｊ
ｌ
Ｃ
Ａ
村

上
峻
一
氏
・
深
井
芽
里
氏

協
力
す
る
農
林
水
産
省
が
実

る
。
ま

た
、
同
Ｖ
・
―
ｓ
・
―
○
　
や性
能
、
耐
久
性
に
関
す
る

施
す
る
補
助
事
業
を
活
用
し

ｎ
を

達
成
す
る
た
め
の
戦
略

農
業
機
械
利
用
者
の
理
解
が

た
小
規
模
精
米
糠
の
導
入
や

で
あ
る
Ｂ
・
ｌ
ｇ
４
で
は
、
Ｆ
醒

成
さ
れ
て
い
る
。
現

時
点

ケ
ニ
ア
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
・
ｌ
ｔ
で

は
比
較
的
安
価
な
製
品
ヘ

ナ
ン
ス
事
業
を
実
施
す
る
Ｈ
ｙ
（
食

料
・
栄

養
の

安
全
保

の

嗜
好
が
み
ら
れ
る
が
、
質

り
、
東
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
玄

の
役
割
を
担
っ
て
い
け
れ
ば

関
口
と
し
て
地
域
経
済
の
中

と
考
え
て
い
る
）
。

心
的
な
役
剖
を
担
っ
て
い
　

ま
た
、
現
時
点
の
市
場
規

る
。
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
梭

を
踏
ま
え
る
と
、
単
独
企

は
２
０
０
０
Ｕ
Ｓ
Ｄ
を

超

業
で
活
動
を
試
行
・
開
始
す

Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
と
連
携
し
た
農
業

障
を
１
０
０
勿
実
現
す
る
た
　
・
性
能
Ｊ
耐
久
性
等
へ
の
課

え
、
2
0
2
0
年
の
世
界
銀

る
こ
と
が
難
し
い
側
面
も
あ

活
助
を
実
施
し
て
い
る
。
　
が

４
つ
の
ｍ
点

の
一
つ
と
し

本
邦
企
業
の
活
動
を
支
援

て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
農
業

機
械
化
の
推
進
な
ど
幅
広
く

め
の
方
策
を
講
じ
る
こ
と
）
　
題
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
行

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ッ
キ
ッ

す
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日

本
貿

易
振
興
機
構
）
も
ケ
ニ
ア
に

畢
務
所
を
有
す
（
ア
フ
リ
カ

９
拠

点
の

一
つ
）
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
は

本
邦
企
業
に
対
し
て

る
と
考
え
る
。
上
述
の
Ｊ
Ｉ

ｉ
―
　
　
一 １

９
９
　
‐

ｍ
　

”
 

ｒ
’
ｗ
 
ｙ
’
ｗ
 
ｗ
 
ｆ
ｆ
 
ｌ
ｓ

生

産

埀

の

向

上

に

は

複

合

的

定

さ

れ

る

。
日

本

製

品

は

貿

ヤ

ス

、
ル

ワ

ッ

ダ

、
モ

ロ

ッ

在

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、
こ

ほ
か
、
花
卉
で
は
バ
ラ
な
ど

を
先
進
的
な
ハ
ウ
ス
で
育
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
輸
出
。
日
本

に
も
輸
出
し
て
い
て
、
日
本

で
販
売
さ
れ
て
い
る
バ
ラ
の

半
分
は
ケ
ニ
ア
産
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
「
ケ
ニ
ア
は
多

様
な
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

各
段
階
に
お
い
て
ニ
ッ
チ
な

ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
。
日
本

企
業
は
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に

対
す
る
開
発
能
力
に
長
け
て

い
る
の
で
、
我
々
に
ご
相
談

頂
け
れ
ば
現
地
視
察
や
情
報

今
後
よ
り
高
品
質
な
機
械
が

グ
で
は
１
９
０
か
国
中
5
6
位
Ｃ
Ａ
の
支
援
等
、
こ
の
障
壁

交
換
だ
け
で
な
く
必
要
な
関

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
想
　
（
ア
フ
リ
カ
で
は
モ
ー
リ
シ

を
乗
り
越
え
る
枠
組
み
も
存

係
者
へ
繋
ぐ
こ
ど
も
す
る
の

ｗ
９
　
　
＝
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な

対

応

が

必

要

で

あ

り

、
農

が

高

く

安

定

的

に

長

く

使

え

コ

に

次

ぐ

４
匁

に

位

甦

づ

う

し

た

枠

組

み

の

活

用

も

含

頂

き
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い

冫

謡

じ
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加

、
大

規

模

農

場

の

開

発

）
、
メ

ー
カ

ー
が

多

い

国

と

し

て

業

や

本

邦

企

業

、
（
8
9
社

（
２
支

援

も

期

待

さ

れ

て

お

り

、
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Ｃ
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地

の

拡

大

（
堽

漑

面

積

の

増

る

機

械

・
機

器

を

提

供

す

る

．
け

ら

れ

て

い

今

丿

国

籟

4
=
1
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体

的

な

現

地

ｌ
ｉ
Ｑ
　
ｔ
ｉ
Ｕ
ｇ
Ｓ
ｇ
ｆ
Ｊ
Ｉ

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
愉
報
の

業
ア
ク
セ
ス
ヘ
の
改
善
）
、
る
。
維
持
管
理
体
制
の
構
築

’
‐
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生

産

性

の

向

上

（
肥

料

等

農

ケ

ニ

ア

で

も

認

識

さ

れ

て

い

０
２
０
年

）
）
も

多

数

進

出

こ

の

役

創

を

担

っ

て

い

け

れ
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し
て
お
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
国

ぱ
と
考
え
て
い
る
。

ｃ
Ａ
経

済
開
発
部
Ａ
Ｆ
Ｉ
ｃ

Ａ
Ｔ
事
務
局
（
メ

ー
ル

:
a
f

i
c
a
t
O
j
i
c
a
.
g
o
｡
j
p
）

ま
で
。

「
我

が
国
農
機
関
連
企
業
」
　
多
く
の
企
業
が
活
躍
を
さ
れ

代
理
店
を
活
用
さ
れ
た
ピ
ジ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
現
地

ネ
ス
を
実
施
さ
れ
て
い
る
企

に
日
本
人
が
駐
在
さ
れ
て
い

ａ
Ｌ
ｉ
ｍ
・
ｌ
ｔ
ｅ
ｄ
》
ケ

ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
サ
プ

サ
（
ラ

ー
ア
フ
リ
カ
地
域
で

Ａ
ｆ
ｒ
・
ｌ
ｃ
ａ
｝
東

ア
フ
リ

カ
地
域
に

お
い
て

ホ
ッ

プ
や

濯
漑
酘
備
の
販

売
を
行
う
支

業
、
本
邦
か
ら
直
接
ビ
ジ
ネ

る
ａ
社
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
の
槻
械
啣
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

店
と
し
て
、
2
0
2
2
年
７

ス
を
呎
施
ず
る
企
業
含
め
、
艾

ｕ
ｂ
ｏ
ｔ
ａ
Ｋ
ｅ
ｎ
ｙ
ツ

グ
活
動
を
実
施
。
現
地
環

月
2
8
日よ
り
事
業
を
開
始
。

村 上 氏

深 井 氏
2015年 頃 に 購 入さ れた ク ポタのコ ン バ イン 。現在も 貫 耕 サ ービ スに 活用 さ れ てい る

境
に
則
し
た
ト
ラ
ク
タ
、
耕

水
や
食
べ
物
に
困
ら
な
い
社

転
機
、
（
Ｉ
ベ

ス
タ
等
の
Ｋ
会

の

実
現
に
む
け
、
ツ
ー
ラ

ｕ
ｂ
ｏ
ｔ
ａ
製

品
機
械
の
販

Ｉ
溜

漑
設
備
を
用
い
た
農
業

売
を
行
っ
て
お
り
、
現
地
の

の
発
展
支
援
に
も
取
り
組
ん

農
茵

蘢

に
寄
与
し
て
い
る
。
で

い
る
。

《
Ｅ
ｂ
ａ
ｒ
ａ
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
《
Ｋ
１
１
１
Ｍ
Ｏ
Ｌ
》
商

船

1蹶

齢

西 部 地 区 の 稲 作地 帯 収 穫 後 の 様子 。２～３年 で 爛 発 的 に コ ン パ イン が 普及
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